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現代青年にみる入間関係に対する感情．の構造
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問 題

　若者たちがどのような考え方，感じ方をしているのかを理解することは，いつの時代でも，

社会の構成員にとって必要なことである。共同社会の共存者である児童や青年たちを社会から

疎外させてしまうか，未来を担う者として暖かく見守り，育てていけるかは，古い世代が若者

たちを，どのように評価し，理解しているかということに，直接かかわることである。

　現代のように，社会の変化が著しく，世代間の二三が大ぎくなってしまっている時代には，

なお一層，若者たちの実態を肯定的な姿勢で理解していく方向が強調されなくてはならない。

また，若者たち自身が自分をどのように理解するかということは，彼等に接している周囲の大

人たちの視点によって左右される。

　かつて，Spranger，　E．（1924）は，青年が他者から理解されたいと熱望するのは，自己理解

することが困難なためだと指摘し，青年が自己を理解するために必要なのe1　，肯定的な自己理

解を促進するための視点を大人が示すことだと言っている。

　そのために必要なのは，共感的理解であるといい，また，青年期の研究の一つの方法として，

了解的方法を提示している。それは，了解しようとする人の単なる経験や主観を越えた，より

高次の歴史，社会，文化的視点からの超越的了解（Uberlgenes　Verstenen）でなければならな

いといっている。．

　共感的理解や超越的了解といった視点の導入は，他者理解の方法として，多くの困難な問題

を内包しつつも，人間関係の研究のための視点として，未だ課せられている問題でもある。

　かねてから，対人関係における自他理解の方法を，感情の関係性から探ろうとしている福井

康之（1990）にとっても，この他者への超越的了解への手掛りを求める資料の蓄積が必要でも

ある。本小論も，その一端である。

　時代の要請によって本学部もカリキュラムの改革がなされ，それに伴って開講するようにな

った授業科目である「人間関係論」において，たまたま，福井の担当によって使用しているテ

キスト（福井，1990）中に，「感情の構造分析」の節がある。感情の研究の一つの方法として，

従来の感情の研究のうち，多様な感情を基本感情の組み合せによって説明している感情論，特

に，Plutchik，　R．（1980）のモザイク説に疑問を提出して，感情語の因子分析によって，感情

の構造を推定しようとしている増山英太郎（1986）の紹介がある。

　この部分を説明するために，その論文に掲載されている増山・小俣の作成による32項目の感

情語による日本舞踊の演目のイメージを評定させた用紙（附表1）があり，それをプリントし
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て配布した。その折に，興味を持たすためと，授業への関心度や評価のフィードバックとして

参考になるので，その用紙にこの授業のイメージを記名で評定させ，回収のうえ，情報科学コー

スの学生に手分けして次週までに，各項目毎の全員の平均値を計算して報告するよう依頼した。

　次週の授業で，項目毎に板書させ，全員に平均値を知らせ，各自の評定用紙を返却して，自

分の評定と平均値を比較させた。記名は返却のためのもので，各自の評定結果を個人的にチェ

ックすることはしていない。

　引き続いて，同じ形式の用紙を新たに配布して，演目に相当する評定対象を，今度は「人間

関係」として，改めて評定させ，無記名で所属と性別を欄外に記入させたうえで，出席者全員

回収した。

目 的

　授業中に実施した調査であり，被調査者にもサンプルとして偏りがあり，人数も少ないので，

一般化することはできないが，現代の青年が「人間関係」についてどのような感情的な反応を

示しているかを知る手掛りを得ることを目的として分析を試みた。

　現代の青年像については，古い世代にとって理解を絶する不可解な存在であるといった若者

の文化や風俗からの解釈（中野収，1985）などが一般化しており，福井康之・伊藤　徹（1988）

において考察したように，人間関係に対して恐れといった否定的な反応態度や，対決を避け，

怒りを示さず，逃避的であるといった視点が示されていた。

　このような視点でぱ，前述したように，青年期に対して肯定的な理解を示しているとばいえ

ず，若者たちの感じ方について，もっと積極的で肯定的な側面を顕にする実証的なデータが必

要と思える。

　本報告では，学生の人間関係に対する感情語によるイメージ評定の結果の因子分析を通じて，

現代青年の感情構造の積極的・肯定的な一面を明らかにすることを目的とする。

方 法

　調査対象：1991年度後期「人間関係論」受講学生，男子34名，女子52名，計86名（情報社会

課程2回生　情報科学コース18名，国際文化コース18名，生活文化コース17名，小学校教員養

成課程2回生　教育心理学専修生16名，その他17名）

　調査日時：1992年1月20日（月）4時限（p．m　3：10～4：50）の講義の最初に前回実施した評定平

均値を紹介した後，引き続いて実施した。約15分くらいの記入時間後，出席者全員の用紙を回

収した。

　調査用紙：増山英太郎（1986）の「イメージ調査表」をそのままプリントし，日本舞踊の演

目の替りに「人間関係」を記入させ，32項目全てについて4段階の評定を求め，所属と性別の

みを各自が記入のうえ，無記名で提出させた。

　この用紙の32項目（感情語の名詞）をPlutchikの8つの基本感情の機能により分類したも

のが表1である。

　手続き：記入の不完全な用紙を除き，男子34名，女子52名，計86名について，それぞれ項目毎

に評定平均値と標準偏差値（n－1）を求めた。次いで，男，女，計それぞれの群別に32項目×32
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表1イメージ調査表の32項目をPlutchikの基本感情の機能により分類した一覧

破　壊 再生産
合　　体
i親和） 方向づけ 拒　否　　保　護 再統合 探　索

7D怒　り 7〕喜　び 13〕驚　き 陶嫌　悪 181恐　れ 25）悲しみ 一3D期　待

一21当　惑 8〕快　さ 121容　認 141衝　動 17｝軽　蔑 191

怐@念 26〕諦　念 321予　期
一3〕嫉　妬 9憾　謝 15♪驚　天 201罪悪感 27｝苦　悩

一4〕憎　悪 Io〕 ﾖ　り 2D不　安 28〕悲　嘆

一51媚　態 m目出たさ 踏狼　狽 29）落　胆 　
　一61激　怒

」

231臆　病 3ω感　傷
團

「 24｝戦　傑
印

　　　　増山英太郎（1986）の表1の語句を部分的に修正してある。

項目の相関行列を求め，因子分析を行った。主成分分析を行ない，固有値1．000以上の因子数

を指定したバリマックス回転による各因子別の因子負荷行列を求め，その因子構造によって考

察を行った。

結 果

表2は項目毎の男子34名，女子52名，計86名の評定平均値と標準偏差値の一覧である。

　　　　　　　　表2　イメージ調査表の項目別評定平均値と標準偏差値（n－1）

男子（N＝34） 女子（N＝52） 計（N＝86）

項目名 平均　標準偏差　平均　標準偏差　平均　標準偏差
Ql（怒
Q2（当
Q3（嫉
Q4（憎
Q5（媚
Q6（激
Q7（喜
Q8（快
Q9（感
QlO（誇
Qll
Q12（容
Q13（驚
QI4（衝
Q15（驚
Q16（嫌
Q17（軽
Q18（恐
Q19（懸

Q21（不
Q22（狼
Q23（臆
Q24（戦
Q25（悲
Q26（諦
Q27（苦
Q28（悲
Q29（落
Q30（感
Q31（期
Q32（予

り
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妬
悪
態
怒
び
さ
謝
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さ
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き
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蔑
れ
念
感
安
狽
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懐
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念
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嘆
胆
傷
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4
9
2
9
9
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5
0
5
8
1
4
2
4
0
7
1
7
2
9
8
4
2
1
8
5
1
8
9

7
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5
8
5
5
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3
0
3
8
9
7
8
7
0
9
7
4
6
0
3
9
6
4
8
1
2
6
0

O
1
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0
0
0
1
1
1
1
1
1
0
0
0
0
0
1
0
0
1
0
1
0
0
0
1
0
1
1
1
1

6
8
3
6
7
1
5
7
7
2
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7
2
1
2
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7
8
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3
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7
8
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4
2
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0
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2
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0
9
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7
2
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3
8
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4
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6
6
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9
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8
7
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6
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5
8
6
8
5
7
7
7
8
9
8
9
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0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
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8
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0
0
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7
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2
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5
0
6
3
1
1
9
6
4
1
4
6
9
2
3
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9
2
7
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0
0
0
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2
1
1
1
1
1
1
0
0
1
1
0
1
0
1
0
1
0
1
0
0
1
1
1

7
1
2
5
0
7
1
4
6
8
0
9
9
6
9
5
1
5
3
0
2
9
2
1
9
1
6
0
7
3
4
1

6
5
6
7
7
6
5
6
1
1
7
0
ユ
8
7
2
3
5
4
4
5
5
9
3
0
4
5
0
3
9
5
2

7
8
8
8
6
6
7
8
8
9
9
8
9
8
8
7
6
9
9
6
9
9
9
6
7
8
9
8
9
8
8
9

0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0

4
5
0
5
5
8
0
6
7
4
0
5
4
5
0
0
6
4
9
6
6
4
0
8
2
3
4
3
2
1
3
0

8
4
0
6
6
5
8
6
8
4
0
5
1
0
0
9
6
2
0
5
5
8
2
3
0
7
3
8
0
2
7
1

0
1
1
0
0
0
1
1
1
1
1
1
1
1
1
0
0
1
1
0
1
0
1
0
1
0
1
0
1
1
1
1

3
1
7
3
5
6
7
2
8
5
7
5
6
2
4
3
3
6
9
5
2
2
0
7
5
3
9
9
7
9
6
8

3
6
9
6
1
7
3
G
O
7
0
3
9
5
5
0
4
0
8
2
0
5
3
9
3
0
8
9
5
6
8
6

7
7
7
7
7
6
8
9
8
8
9
8
8
8
8
7
6
9
8
6
9
8
9
5
7
8
8
7
9
8
8
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0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
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0
0
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0
0

＊　t検定により男女の平均値間に危険率く．05で差があるといえるもの
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　主成分分析の結果は男女を合計した群のものを表3に掲げておく。固有値　1・0以上のもの

は6因子あり，第1因子の寄与率は32・6％で，32項目の約殆は第1因子で説明が可能であるこ

とを示している。第6因子で累積寄与率が63．9％あり，約2／3がこの6個の因子で解釈でぎるこ

とを示している。

　そこで，男子，女子およびその合計の群について主成分分析の結果に基づき，男子は6因子，

女子は5因子，計の群は6因子でバリマックス回転による因子分析を行ない，それぞれの結果

を表4，表5，表6に示した。

　　　　　　　　　　　　　表3　主成分分析による因子別因子負荷行列
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　計　n＝86

1因子　　2因子　　3因子　　4因子　　5因子　　6因子　共通性の推定

Q1（怒
Q2（当

Q3嫉
Q4（憎
Q5（媚
Q6（激
Q7（喜
Q8（快
Q9（感
QlO（誇
Qll

Q12（容

Q13（驚

Q14（衝

Q15（驚

Q16（嫌

Q17（軽

Q18（恐

Q19（懸

り
惑
妬
悪
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怒
び
さ
謝
り

（目出たさ）

剥
ぎ
動
天
手
械
れ
念

Q20（罪悪感）

Q21（不　　安）

Q22（狼　　狽）

Q23（臆　　病）

Q24（戦　　標）

Q25（悲しみ）

Q26儲
Q27（苦

Q28（悲

Q29（落

Q30（感

Q31（期

Q32（予

念
悩
嘆
胆
傷
待
期

9
9
0
0
3
1
5
7
5
2
4
8
4
9
1
8
7
3
2
4
1
9
9
7
6
2
4
1
4
9
3
5

1
8
6
1
1
6
7
4
0
8
6
1
8
1
6
1
8
2
6
7
1
2
6
0
4
9
2
9
7
5
6
0

5
4
6
5
5
5
4
4
5
4
4
3
2
5
4
6
5
6
6
5
6
6
6
5
7
5
7
6
7
7
5
3

0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0

9
0
5
7
1
2
9
8
0
4
3
2
1
4
5
2
9
4
2
0
1
9
3
0
9
4
4
4
6
0
5
0

8
7
2
6
1
8
2
3
0
9
7
1
1
2
3
3
2
6
5
3
5
1
7
7
4
2
8
8
2
1
8
1

1
ー
ユ
ー
2
2
6
7
5
5
3
6
5
3
3
2
2
1
2
2
2
1
1
2
0
1
1
2
2
0
4
4

0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0

　O．429　一〇．242

　0．150　O．365

－O．198　一〇．111

　0．248　一〇．141

　0．009　一〇．264

　0．414　一〇．198

－O，　253　一〇，　003

－O．249　一〇，088

－O．100　一〇．171

－O．049　一〇．143

　0．393　一〇，162

－0，　077　O，　064

　0．568　O．227

　0．513　O．075

　0．540　O，272

　0，127　一〇，023

　0．095　一〇．348

　0．072　O．393

－O．　153　O．　036

　0，016　一〇，370

－O．　183　O．　449

　0．020　O．428

－O．　258　O．　275

　0．138　一〇．098

－0．　103　O．　033

－O．　009　一〇．　149．

一〇．　249　O．　232

－O．108　一〇．045

－O，235　一〇．187

－O．251　一e．077

－O．　297　O．　068

－O．215　一〇．197

5
0
6
1
3
2
6
5
5
4
1
2
5
4
7
5
9
5
4
5
1
5
2
3
6
5
7
8
3
4
3
5

3
7
3
1
7
2
6
3
1
0
2
0
0
6
3
6
1
9
5
6
3
3
1
7
6
6
1
1
4
0
3
0

2
0
1
3
0
2
1
1
0
1
0
1
0
2
1
0
0
0
4
0
0
0
0
3
1
4
2
1
0
0
0
2

0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0

　
　
一
　
一
　
　
　
一
一
一
一
一
　
　
一
　
一
　
一
一
　
一
　
　
　
一

4
2
2
0
1
2
0
5
5
1
4
6
6
7
9
1
2
7
0
3
0
7
0
6
2
7
0
2
1
2
2
9

5
7
0
5
0
6
3
5
8
1
6
5
5
7
1
0
5
0
0
3
4
2
2
9
7
2
9
5
3
7
2
5

1
2
2
3
3
1
3
1
0
2
1
1
1
0
2
0
0
2
1
0
1
1
1
0
2
0
0
4
3
1
1
2

0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0

一
一
一
　
　
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

6
4
7
3
9
6
4
4
1
3
2
9
6
3
6
5
7
1
7
7
7
8
1
7
4
7
5
7
7
0
3
9

6
3
7
3
1
6
4
4
0
5
3
5
0
1
0
3
4
1
2
8
5
7
1
0
5
2
9
5
5
0
5
7

6
5
5
5
5
6
8
8
6
6
5
5
7
6
7
5
5
6
6
5
6
5
6
5
6
6
6
7
7
7
6
4

0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0

固　有　値

寄与率（％）

累　積　（％）

10．439　3，792　2．173　1，604　1．321

32．6　11．9　6．8　5．0　4．1
32．6　44．5　51．3　56．3　60．4

1．105

3．5

63．9
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表4　バリマックス回転後の因子負荷行列
男子　n＝34

1因子 2因子 3因子 4因子 5因子 6因子

Q1（怒
Q2　（当
Q3　（嫉
Q4　ぐ憎
Q5　（媚
Q6　（激

Q7（喜
Q8　（快

Q9（感
QlO（誇
Qll
Q12（容
Q13（驚
Q14（衝
Q15（驚
Q16（嫌
Q17（軽
Q18（恐
Q19（懸i、

ラ
　
ラ
　
　
　
　
　
ラ
　
　
　
　
　
ラ
　
　
　
　

り
惑
妬
悪
態
肝
心
び
さ
謝
り

（目出たさ）
　
　
　
　
ラ
　
ラ
　
ラ
　
　
　
　
　
ラ

認
ぎ
動
天
三
三
れ
念

Q20（罪悪、感）
Q21（不
Q22（狼
Q23（臆
Q24（戦

　
　
　
ラ
　
　

安
狽
雲
南

Q25（悲しみ）
Q26（諦
Q27（苦
Q28（悲
Q29（落
Q30（感
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表5　バリマックス回転後の因子負荷行列
女子　n＝52

1因子 2因子 3因子 4因子 5因子

QI（怒
Q2　（当
Q3　（嫉
Q4　（憎
Q5　（媚
Q6　（激
Q7　（喜
Q8　（快
Q9　（感
QlO（誇
Qll
Q12（容
Q13（驚
Q14（衝
Q15（驚
Q16（嫌
Q17（軽
Q18（恐
Q19（懸
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表6　バリマックス回転後の因子負荷行列
計　n＝86

1因子 2因子 3因子 4因子 5因子 6因子

Ql（怒　　り）　　　0，093
Q2（当　　惑）　　　O．615
Q3（嫉　 妬）　　　0．307
Q4（憎　 悪）　　　O．261
Q5（媚　 態）　　　0．157
Q6（激　　怒）　　　0」72
Q7（喜　　び）　　　0．202
Q8（快　　さ）　　　0．034
Q9（感　 謝）　　一〇．058
Q10（誇　　り）　　一〇．111
QII（目出たさ）　　一〇．135
Q12（容　　認）　　　0．084
Q13（驚　　き）　　　0．038
Q14（衝　　動）、　　0．127
Q15（驚　　天）　　　O．163
Q16（嫌　　悪）　　　O．292
Q17（軽　　蔑）　　　0．006
Q18（恐　　れ）　　　0．683
Q19（懸　　念）　　　0．385
Q20（罪，悪感）　　　0．027
Q21（不　　安）　　　0．745
Q22（狼　　狽）　　　O．591
Q23（臆　　病）　　　O．619
Q24（戦　　’［栗）　　　O．120

Q25（悲しみ）　　　0．295
Q26（諦　　　念）　　　　0．132

Q27（苦　　悩）　　　0．562
Q28（悲　　嘆）　　　0．205
Q29（落　　胆）　　　O．166
Q30（感　　傷）　　　O．243
Q31（期　　待）　　　0．174
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0．031
－O．　086
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－O，　059
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－O．　294
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－O．　262

－O．　062

－0．　335

　太線で示したものは他の因子に負荷が少なく，単独にその欄に示す因子に大ぎく負荷してい

ることを示し，細線でアンダーラインを引いてあるものは複数の因子に同程度負荷しているこ

とを示している。

考 察

　図1は表2の項目別の平均値を図示したものである。

　喜び，快さ，感謝誇りといった項目群の得点が他の項目に比して高得点を占めている。こ

れらの項目はpositiveな感情であり，人間関係に対して積極的・肯定的な感情を抱いている

ことを示している。同様にpositiveな感情である容認や期待の評定値も高い。

　その他で，比較的評定平均値の高いもので，当感，恐れ，不安，苦悩といったnegativeな

感情を示すものも，人間関係に対するイメージとして抱いていることをPtしている。しかし，

憎悪，激怒，軽蔑，罪悪感，戦傑，諦念といった激しい，あるいは強いnegativeな感情を抱

いてはいないことも明らかである。

　特に，positiveな感情については男子より女子の方が評定値が高い傾向を示し，恐れや狼

狽といったnegativeな感情も女子の平均は男子より高い。また，驚き，驚天といった

positiveな感情は全体的に評定値は高くなくても，女子の方が男子より反応が大きい。

positiveであれnegativeであれ，感情的な反応は一般に，男子より女子の方が顕著であると

いうことが，ここでも示されているといえよう。

　しかしながら，男子と女子の間には，これら32種類の感情についての評定に，反相する反応
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現代青年の人間関係に対する感清

や著しい差は認められないといってよい。

　評定値からだけの「人間関係」に対するイメージは，不安や恐れ，当惑，苦悩といった人間

関係に対する逃避的な傾向は認められるが，それ以上に，喜びや，快さ，感謝，容認といった

積極的・肯定的な感情的イメージを持っており，人間関係に対する期待も大きいということを

刀tしている。

　感謝に対する評定値が他に比して高いというのは，意外でもあるが，おそらく，発達途上で

経験してきた人間関係に対して，あまり否定的な体験を多く持っておらず，受容され，本人に

とって有効な経験を与えられてきたというふうに意識していることを暗に示している。

　次に，因子分析による感情構造につ

いて考察を進める。

　表3から，この調査表に基づく全体

の構造は，第1因子に項目13《驚き》

を除いて．300以上の負荷を持って，ほ

とんどの項目が，主たる1つの因子で

解釈可能なことを示している。しかも，

驚ぎ，衝動，驚天という項目が第3因

子にまとまって負荷しているところが

ら，第1因子が通常の喜怒哀楽を示す

感情群と命名すれぽ，感情の種類のな

かで，驚ぎの感情は別の次元，あるい

は感情とは別の意識であるといわれて

いる事情と符合している。

　第2因子は8項目めの喜び以下12項

目めの容認と31，32項目の期待，予期

というpositiveな感情群が他の感情

とは別のものとして分類できることを

示唆している。
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図1　項目別評定平均値

　　　　1　　　　　　　　2 3

」F一→男子D一・一。女子・一一一・計

　第4因子は，恐れ，罪悪感，不安，狼狽などnegativeな感情群であり，第5因子は，悲し

み，悲嘆，落胆などの悲しみ感情群で，喜びがマイナスで負荷していることから，喜びが悲し

みの対極を示す感情だと理解されている事情が察せられる。第6因子は懸念，憎悪という，人

間関係に対する《絶望感》とでも名付けられる感情群の因子である。

　固有値1，000以上の因子は，男子は6因子，女子｝X　5因子，男女合計したものは6因子であ

昌り，それぞれバリマックス回転した表4，表5，表6から，それぞれの因子に32項目の感情名

を適切に分類できたものとして，各因子毎に負荷している感情名を列挙してみたのが，表7，

表8，表9である。

　表9の全体の感情構造を見ると，第1因子は《恐れの因子》，第2因子は《喜びの因子》，第

3因子は《驚きの因子》，第4因子は《怒りの因子》，第5因子は《悲しみの因子》，第6因子

は，懸念，戦躁，諦念といった混合感清として人間関係に対する《無力感の因子》とでもいえ

るのである。

　表7，8，9中に（）で示されている感情名は，表4，5，6で細線のアンダー7インが
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表7　各因子に負荷する項目（感情）名の分類 男（n；34）

第1因子 第2因子 第3因子 第4因子 第5因子 第6因子
（恐れ） （喜び） （驚き） （怒り） （悲しみ） （期待〉

恐　　　れ
宣
　
　
　
　
び
口 驚　　　き 怒　　　り 戦　　　藻 誇　　　り

臆　　　病 快　　　さ 衝　　　動 激　　　怒 悲　　　嘆 期　　　待
（嫉　　妬） （当　　惑） 驚　　　天 軽　　　蔑 感　　　傷 予　　　期

（憎　　悪） （嫉　　妬） 諦　　　念 懸　　　念 （嫉　　妬） （感　　謝）

（媚　　態） （媚　　態） （憎　　悪） 不　　　安 （感　　謝） （容　　認）

（狼　　狽） （感　　謝） （目出たさ） （当　　惑） （目出たさ） （悲しみ）

（悲しみ） （目出たさ） （容　　認） （嫉　　妬） （嫌　　悪）

（嫌　　悪） （罪悪感）

（罪悪感） （苦　　悩）

（狼　　狽） （落　　胆）

（苦　　悩）

（落　　胆）

保　　　護 再　生　産 方向づけ
破　　　　壊
早@　　　．否

ﾛ　　　　護

保　　　護

ﾄ　統　合
再　生　産

T　　　索

表8　各因子に負荷する項目（感情）名の分類 女（n＝52）

第1因子 第2因子 第3因子 第4因子 第5因子
（悲しみ） （喜び） （怒り） （憎悪） （恐れ）

懸　　　念 喜　　　び 怒　　　り 憎　　　悪 当　　　即

戦　　　藻 快　　　さ 目出たさ 媚　　　態 恐　　　れ

悲　し　み 感　　　謝 驚　　　き 罪　悪　感 不　　　四

諦　　　念 誇　　　り 衝　　　動 （嫉　　妬） （嫌　　悪）

悲　　　嘆 容　　　認 驚　　　天 （激　　怒） （狼　　狽）

落　　　胆 期　　　待 （激　　怒） （嫌　　悪） （臆　　病）

感　　　傷 予　　　期 （軽　　蔑） （苦　　悩）

（嫉　　妬）

（軽　　蔑）

（狼　　狽）

（臆　　病）

（苦　　悩）

保　　　三
R　統　合

再　　生　　産

〟@　　　体
T　　　　索

破　　　壊

綷?ﾃけ
破　　　日

ﾛ　　　護
破　　　壊
ﾛ　　　護

表9　各因子に負荷する項目（感情）名の分類 計（n＝86）

第1因子
i恐れ）

第2因子
i喜び）

第3因子
i驚き）

第4因子
i怒り）

第5因子
i悲しみ）

第6因子
i無力感）

当　　　惑

ｰ　　　れ

s　　　安

T　　　狽

ｰ　　　病
i嫉　　妬）

i苦　　悩）

宣　　　　び

¥
　
さ
感
　
　
　
謝
誇
　
　
　
り
容
　
　
　
所
期
　
　
　
待
予
　
　
　
期

目出たさ
ﾁ　　　ぎ

ﾕ　　　動

ﾂ　　　天

怒　　　り

栫@　　悪

メ@　　怒

ﾟ　悪　感
i媚　　態）

i嫌　　悪）

i軽　　蔑）

悲　し　み

ﾟ　　　嘆

氏@　　胆

ｴ　　　傷
i嫉　　妬）

i嫌　　悪）

i軽　　蔑）

i苦　　悩）

懸　　　念

增@　　｛栗

冝@　　念
i嫉　　妬）

i媚　　態）

保　　　護
再　　生　　産

〟@　　　体
T　　　　索

方向づけ 破　　　壊 再　統　合
保　　　護

ﾄ　統　合
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してある複数の因子に負荷している項目を記入したものであるが，表9では喜びと驚ぎの2つ

のpositiveな感情の因子には含まれず，この2つの因子は他のものとは明瞭に異った独立した

感情群であるといえる。恐れ，怒り，悲しみ，無力感というnegativeな感情群には，嫌悪，

軽蔑，苦悩といった感情が部分的に共有されていることを示している。

　福井（1990）には，現代青年の感情面の特徴の一つとして，嫉妬の感情が希薄化しているこ

とを指摘していたが，この結果からも，嫉妬は恐れと悲しみ，無力感という3つの感情群に分

散して負荷しており，独自の感情として分離されていないので，錯綜した混合感情であること

が推定され，把握されにくい感情なのであろう。そのうえ，図1でも明瞭なように，人間関係

の中で，そんなに激しい感情として意識されていないことが示唆されている。

　これらの6つの因子が示す感情を，表1に示したように，Plutchikの8つの基本感情が有

機体の合目的的な行動に対して果す機能によって，それぞれの感情の持つ意味を示したものに

対応づけてみた。表7，8，9の下段に示したものがそれである。

　表9では，恐れの因子は保護という機能に対応している。それぞれの因子に負荷の大きい感

情群が，その項目の評定の平均値の大きさがどの程度であったかということを対応させて考察

してみると，当惑，恐れ，不安といった感情が人間関係への評定値として高かったということ

は，評定をした若者たちが，人間関係の中で，保護という機能を求めていることを示している。

　ところが，第2因子（喜び）に負荷している感情群の評定平均値は，予期の感情が少し低め

だが，他は全て高い評定値を示している。これらの感情は，再生産・合体・探索という有機体

の行動を求める機能である。即ち，若者たちは人間関係の中に，新たにものを創造するための

一体化した共同関係を積極的に探し求めるものとして意味を持つ感情を抱いているということ

なのである。

　具体的にいえば，彼等にとって人間関係とは，積極的に異性を求め，合体し，生殖を期待す

る相手を探し求めるものとしての感情的な高まりを背景に秘めたものとしてイメージされてい

るというわけなのである。しかしながら，それが具体的な姿として結実してイメージされてい

るかは不明であり，無意識的なレベルでの感情による象徴的なイメージとして考えるべきなの

かは，それをチェックできる他の調査と同時施行しなければ判明しない。おそらく，当の若者

自身も，人間関係についての感情的なイメージが，合体と再生産を探索するものとしての意味

づけがされるものだとは気付いていないのではなかろうか。

　同様に，表7からの男子の人間関係に対する感情のあり方と，表8からの女子の人間関係に

対する感情構造とを比較してみると，少し違いがみられる。

　男子の場合は，第1因子から第5因子までの因子の命名は，全体の感情構造と同じであるが，

第6因子は期待といった感情群の因子である。ところが女子の場合，人間関係に対する感情の

構造は，5つの因子で説明ができ，より単純である。それは，驚きという感1青群と，怒りとい

う感情群が一体化しているという特徴を示している。また，男女ともに，悲しみの因子は，単

に援助を求め，新たな人間関係を作り直すという再統合の機能だけでなく，それらの感情と共

に恐れといった保護を求める行動を始発させる感情を共存させているということが推定される。

　特に，女子の場合，人間関係への保護や方向づけに，怒りに代表される破壊の機能を持つ感

情が共存しており，男子には，その傾向がみられない。男子に比して，女子は人間関係に対し

て破壊的な感情を他の感情と共存させていることが察せられ，人間関係に保護的な機能を持た

せながら，攻撃的な様相に容易に転化するといった混とんとした感情状態を保持していると思
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える。

　しかしながら，人間関係を新しいものの創造、として意味づける再生産の機能を持つ感情群の

評価が高いということは，男女共に共通して，男女を合計した群でのイメージの全体構造から

いえることと同様のことが指摘できる。

　以上のとおりの概観から，とりあえず結論づけられることは，この調査のサンプルからは一

般化することは困難であるが，少くとも「人間関係論」を受講していた学生は，人間関係に，

喜び，快さ，感謝，誇り，容認，期待，予期といったpositiveな感情を抱いており，従来か

ら指摘されていた若者に対する評価として，恐怖，不安，当惑といった人間関係に対する

negativeな感情をも併せ持っているが，それ以上にpositiveな感情が強いのだということ，

特に，女子にそれが顕著にみられ，同時に怒りといった破壊的な感情も潜在化して抱いている

ということが示唆された。

　なお，今回の報告は，人間関係のイメージ調査に忌わしい感情項目を必ずしも具備している

とはいえない調査用紙を流用したものであり，その考察にも限界がある。適切な調査対象と人

数が保障された調査の機会が得られることを後日に期待して，この報告は予備的なものに過ぎ

ないことを付記しておく。
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附表1

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　イメージ調査表

以下の2枚に示されている32の名詞は，いずれもイメージ（雰囲気，情緒，情動）を表わすものですが，《人

間関係》が，各名詞で表わされるイメージをどの程度含むかを，数字に一つずつ：丸印をつけて評定して下さい。
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